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研究成果の概要（和文）： 

発達障害児と周囲のひととの対人関係を構築するために、「笑い」や「ユーモア」が果たす役

割について実証的検討を行うことを目的し、発達障害児が「ユーモア」を感じ「笑い」を表出

する刺激には定型発達児とは異なる特性が存在すること、また、「笑い」や「ユーモア」が生成

される場面設定を、心理教育臨床場面に積極的に取り入れることによって、対人コミュニケー

ション能力や関係性構築に変容がみられたことを示唆した。 

 
研究成果の概要（英文）： 

This study examined humor in children with developmental disorder. The cognitive and 
affective processes of humor episodes were analyzed on clinical psychological therapy 
and special needs education. The present research showed that they have a different sense 
of humor from typical children and sharing their humor with other people had good effect 
on social or emotional reciprocity.  
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１．研究開始当初の背景 
場における笑いやユーモアは、仲間意識を

高めたり場の緊張を緩和するなどの効果が
あり、対人的相互反応における質的障害が指
摘されている。ユーモアは刺激をきっかけに
生 起 す る 愉 悦 (mirth) や 愉 快 さ
(exhiralation)と定義され(Nomura & Maruno, 
2011)、ユーモアには、精神的ストレスの緩

和(葉山・櫻井, 2005; 塚脇・深田・樋口, 
2011)や、ナチュラルキラー細胞の活性化(西
田・大西, 2001)などの個人の心身の健康状
態を保つ効果だけではなく、 Fraley & 
Aron(2004)が、対人関係において大きな役割
を果たすことを指摘し、ユーモアを他者と共
有することが、2 者間の親密度を高めること
を明らかにしているように、他者と共有する
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刺激 視線からの情報入力 笑いの情動表出 刺激に対する評価

【研究の背景】
・ASD者は視覚的要素にユーモ
アを体験している可能性
(滝吉ら, 2009)
→言語・漫才刺激と視覚・コント
刺激の2種類の刺激を比較検討

【研究の背景】
・ASD者は非社会的刺激に注目しやすく
(Klin et al., 2002)，人の顔に注目しにくい
(Chawarska et al., 2003)。

→ユーモア刺激視聴時における視線からの
情報入力を2種類の刺激から比較検討

【研究の背景】
・刺激視聴時の笑いの表出と刺激視聴後の認識的
評価の不一致(横田, 2008)

→ユーモア体験を笑いの情動表出と刺激に対する
認識的評価の2側面から検討

【研究の背景】
・「ユーモア刺激の作り手の工夫への思考(発想)」「相互性の
ある受け答え(対人的やりとり)」への言及のしにくさ
(斎藤ら, 2008)
・「セリフの響きや反復（リズム）」 への嗜好性(横田, 2009)
・「刺激の内容に関連した自己の経験(共感)」 への特異性
(李ら, 2008)

→各認識的評価について比較検討

言語・漫才刺激

発表8：
【演者の顏】：非ASD者＞ASD者
【演者の体】：ASD者＞非ASD者
→聴覚的な要素に面白さを感じている

発表9：
【対人的やりとりのネタ】：ASD者＜非ASD者
→文脈のなかで他者視点を把握することの
難しさ
【リズムのネタ】：ASD者＜非ASD者
→言葉の新奇性や特有のイントネーションに笑い
→強い語調の繰り返しを単なる事実の強調やから
かい行為と捉える

発表10：
【対人的やりとり】：小中学生　ASD者＜非ASD者
【共感】：小中学生　ASD者＜非ASD者
　　　　　　高校生　ASD者＞非ASD者
→他者と自己の違いに目を向け始める時期に，
「対人的やりとり」「共感」についてより想起する

視覚・コント刺激

発表11：
【演者の顏】：非ASD者＞ASD者
【演者の体】：非ASD者＞ASD者
→非ASD者とは異なる情報入力をしている

発表12：
【対人的やりとりのネタ】ASD者＞非ASD者
→電車や駅員への関心が高いASD者が複数参加
【リズム】ASD者＞非ASD者
→ネタの文脈や意味が理解しやすい

発表13：
【共感】：ASD者＞非ASD者
→自己の興味関心と関連する想起を行う

一連の研究の全体像

ことで他者との関係にポジティブな影響を
与えるという社会的な効果も有しているこ
とが示されている(Martin, 2007)。その一方
で、Kowalski(2000)は、他者に自身がユーモ
アを感じる事柄や冗談を他者に伝えること
(以下、ユーモア表出)には、ユーモア表出の
内容によって、他者に不快な感情を与える場
合があることを明らかにした。すなわちユー
モアには他者と関係を築くにあたって，ポジ
ティブな効果とネガティブな効果の 2つがあ
ることがわかる。三橋(2010)は、ASD 者にお
けるユーモアと対人関係の関連について、他
者とユーモアを共有できないがゆえに，孤立
感を抱いている ASD 者が存在することを指摘
している。これらのうち、ユーモアのポジテ
ィブ効果を目指したユーモアの共有体験は、
発達障害者の対人的やりとりを促進する糸
口になることが期待される。そこで発達障害
児と周囲の人との対人関係を構築するため
の、「笑い」や「ユーモア」が果たす役割に
ついて検討を行うことが求められる。このこ
とは、共生社会の礎となる特別支援教育の推
進をすることにも通じるものである。 

ASD 者のユーモアについて、ユーモアを感
じる刺激に特異性があるということが指摘
されている(Lyons & Fitzgerald, 2004)。そ
の特異性の内実について、Reddy, Williams & 
Vaughan(2002)に散見されるにとどまってお
り、内実は実証的に明らかにされていないの
が現状である。 
 
２．研究の目的 
本研究は、発達障害児と周囲のひととの対

人関係を構築するために、「笑い」や「ユー
モア」が果たす役割について実証的検討を行
うことを目的する。この目的を達成するため
に、以下のふたつの領域において研究を実施
する。 
(1)発達障害児において、どのような事象に
対して「ユーモア」を感じ「笑い」を表出
するのか、その特性に関する基礎的研究を
遂行し、｢ユーモア｣に対する評価的理解
（認知的側面）と「笑い」の表出（情動的
側面）の特性を解明する。 

(2)「笑い」や「ユーモア」が生成される場
面設定を、心理教育臨床場面に積極的に取
り入れ、対人コミュニケーション能力や関
係性構築にどのような変容がみられるか
を解明する。 

 
３．研究の方法 
(1)言語的やりとりを中心としたユーモア課
題（漫才など）、視覚的補助要素を含んだ
ユーモア課題（コントなど）を用いて、評
価的側面・情動的側面の分析を行った。 

(2)対象に対する不適合行為・概念的不適
合・意味多重性のユーモア課題を用いて、

評価的側面・情動的側面の分析を行った。
また、他者とユーモア体験を共有するか否
かについて、他者との視線の共有という点
から分析を行った。 

(3)他者とのかかわりに不安を抱いている自
閉症スペクトラム障害者である事例 Aがユ
ーモア共有を行うまでのプロセスを明ら
かにした。A が参加している心理劇的ロー
ルプレイングにおいて、Aがユーモア共有
を行なった場面の分析を行った。 

 

 
４．研究成果 
（１）ユーモア課題の刺激の内容によって

ASD 者の共感的なユーモア体験が異な
ること，および，視覚・コント刺激にお
いて ASD者が有意に多く情動表出をした
ネタが存在したことなどから，共感的な
ユーモア体験の程度が ASD 者における
笑いの表出と関連する可能性が考えら
れる。李ら(2008)においては、ASD 者が
ユーモア刺激と自己の体験とを結びつ
けて面白みを感じにくいことが指摘さ
れたが，本研究では ASD 者が一概に共感
的なユーモア体験をしにくいとはいえ
ないことが明らかになった。つまり、ASD 
者にとって、ユーモア刺激の内容が自身
の興味関心に沿ったものであることが，
共感的なユーモア体験につながり、情動
表出の増加に関連することが示唆され
る。 

（２）小中学生の ASD 者は「対人的やりとり」
における情動表出とユーモア体験の認
識 が一致していることが明らかとな
った。非 ASD 者および高校生以上の ASD 
者において，同様の傾向が示されなかっ
たことの背景には，実験室の状況や検査
者の存在などの社会的な文脈が情動表
出に影響した可能性が考えられる。この
ことから，ユーモアを体験する状況にお
ける相手との関係性の中で表出される
笑いの特性について，今後さらに検討す
る必要がある。 

（３）ASD 者のユーモア刺激における視覚情
報の入力への特異性が認められたが，情
動表出との関連を検討するにあたって
は，視覚以外の情報入力の影響を排除す



ることが十分ではなかった。今後は，提
示する刺激に含まれる視覚的要素と聴
覚的要素を分離することによって ASD 
者におけるユーモア体験の特異性につ
いてさらに詳細に検討する必要がある。 

（４）ロールプレイングの開始前に事例 A は
社会的な場面に不安を感じていたもの
の、スタッフに指示されたユーモア表出
を行い、ユーモア共有を行ったことをき
っかけに自発的なユーモア表出を行い、
社会場面における不安が軽減したとい
うプロセスが示唆された。グループスタ
ッフの指示的なかかわりについて、本事
例では実際に場面を行うのに先立って、
スタッフの方から、ユーモア表出を行う
ことと、「表出の内容」について、指示
的に伝えている。A は特に他者との関係
においてどのように振る舞えばいいの
か分からないという主訴を持っていた
ため、こうした具体的な振る舞い方を伝
え教えるという指示的なかかわりは、A
が他者との関係の中でユーモア表出を
行うことの支えになったと考えられる。
こうした ASD 者に対する指示的なかかわ
りは、ASD 児・者を対象とするソーシャ
ルスキルトレーニング(以下、SST)でも
用いられており(Barry, Klinger, Lee, 
Paraldy, Gilmore & Bodin, 2003)、一
定の効果を上げることが示されている。
今回のユーモア表出とユーモア共有を
促す取り組みにおいても、どのようなユ
ーモア表出を行うのかを伝える、指示的
にかかわりが Aの非自発的なユーモア表
出を促したことが示唆された。 
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